
～渕野辺総合病院からのお知らせ～ 
 

 昨年末から、やっと世界各国で新型コロナワクチンの接種が始まりました。 

我が国でも、2月からようやく全国の医療機関でワクチンの接種が始まりました 

が、世界各国からの要求が多いせいか、日本に届くワクチンの量は潤沢とはいえ 

ず、4月に入ってようやく我々の病院を含め、一般の医療機関にも供給が始まり、 

さらに高齢者へのワクチン接種も始まりました。 

 しかし、関西を中心に変異ウイルスが猛威をふるい始め、新型コロナ禍の第 4波が 

到来し、再度の緊急事態宣言が発令されました。関東圏にもこの感染力の強い「N501Y」や「E484K」の

変異があるウイルス感染が拡大し、以前には少なかった若い世代への感染も広がっています。幸い、現

在接種中のファイザー社のワクチンは変異ウイルスにも効果があると言うことで一安心ですが、早く国

民全体への接種が完了することを願うばかりです。新型コロナ禍が一日も早く終息し、安心、安全な、

平和な日常が戻ることを心から祈っています。 

『 新任医師のごあいさつ 』 

『 日本医療マネジメント学会 第 20 回神奈川支部学術集会について（開催報告） 』  

『 ビール・発泡酒・第３のビール 何が違うの？ 』  

 

 

医療法人社団 相和会 

渕 野 辺 総 合 病 院  

 

                         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２０２１．５月号 

渕野辺総合病院 病院長 世良田 和幸 



4月 1日より入職いたしました 

整形外科の二階堂翼と申します。  

整形外科では手の外科を得意分野 

としております。 手の外科は整形外科、形成外

科が合わさった特殊な分野であることから診療が

消極的になりがちな分野でもあります。 

手の診療でお困りの時はご相談していただけ

れば幸いです。よろしくお願い致します。 

 

2月より入職しました。川田 

孝夫と申します。腎臓・透析及び 

糖尿病を専門としております。 

CKD・AKD・DM等の症例があればご紹介

いただきたく存じます。よろしくお願いいたしま

す。 

2020年 10月より入職しました 

長屋麻由と申します。専門は腎臓 

内科・透析で、私と川田先生で腎臓 

内科外来および透析室の管理を担当しておりま

す。 

検尿異常や eGFR低下が数カ月続く患者さ

ま、既に腎機能が低下しており将来的に透析導

入が見込まれる患者さまがいらっしゃいました

ら、一度腎臓内科にご相談ください。宜しくお願

い致します。 

 

本年 4月より入職させて頂き 

ました、外科の藤井智徳と申し 

ます。私は昭和大学消化器・一般外科に入局

後、主に腹腔鏡手術を中心に大腸癌や胃癌、

その他良性疾患手術を数多く経験し、現在は

同大学の兼任講師を拝命致しました。 

当院でも、低侵襲かつ安全な腹腔鏡手術の

推進と柔軟な救急対応で、地域の患者様に信

頼して頂けるよう努力して参ります。責任を持

って診療致しますので、どうぞ宜しくお願い申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腎臓内科    長屋 麻由   外科      藤井 智徳         

整形外科    二階堂 翼 

 

腎臓内科   川田 孝夫 

新任医師のごあいさつ 



 

日本医療マネジメント学会 

第 20 回 神奈川支部学術集会について 
（開催報告） 

2021 年 3 月 13 日（土）に渕野辺総合病院の世良田病院長が学術集会会長として「日本 

医療マネジメント学会 第 20 回神奈川支部学術集会」を開催いたしました。当初、会場 

開催を予定しておりましたが、新型コロナ禍の影響があり学術集会初のオンライン開催と 

なりました。 

今回のテーマは、「病院における健康経営を考える～幸福学 プレゼンティーイズムの取り

組み～」とし、慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科教授 前野隆司

先生より「幸福学入門～社員と社会を幸せにする経営とは！？～」、不知火病院理事長 福岡

大学医学部客員教授 徳永雄一郎先生より「コロナ禍のハラスメントの連鎖とプレゼンティ

ーズム」を特別講演していただきました。一般演題は 43演題の発表があり、オンライン開催

ですが充実した学術集会となりました。 

そして特別企画として、特別講演を行っていただいたお二人の先生と病院長が「新型コロ

ナ時代に立ち向う医療従事者の心の持ち方」をテーマに座談会を行いライブで配信しました。 

新型コロナ禍の中、オンライン開催ではありましたが、多くの皆さまのご支援ご協力によ

り、無事学術集会を開催できましたことを心から感謝いたします。（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特別座談会のライブ配信の映像】 

徳永雄一郎先生 

 

前野隆司先生 

 

世良田和幸病院長 

 



ＪＲ淵野辺駅（北口）下車徒歩５分（駐車場あり） 

  ＊小田急線ご利用の方は町田駅で横浜線にお乗り換え 

  ＊京王線ご利用の方は橋本駅で横浜線にお乗り換え 

  ※快速は止まりませんので、各駅停車にお乗りください 

 連絡先  

渕野辺総合病院  （代表）       （０４２）７５４－２２２２ 

相模原総合健診センター （代表）  （０４２）７５３－３３０１ 

 

〒２５２-０２０６  相模原市中央区淵野辺 ３－２－８ 

ホップ 

ビールの特徴でもある爽やかな苦味をあたえてくれ 

たり、腐敗を防いだり、泡もちを良くしてくれます。 

 

水 
その他の副原料 

米、とうもろこしなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍による自粛生活が1年以上経過し、自宅での映画・動画・音楽鑑賞、料理、筋トレ、ヨガ、ギター、

絵、ひとけのない場所での散歩、写真など、3密を避けて楽しめることはやり尽くした気がしています。そんな中、

第4波での陽性者の増加。気を緩めずに今が特に頑張り時なのかと思い、新たに『花』を楽しんでいるところで

す。皆さんは、UNIQLO（一部店舗）で花が購入できることをご存知でしょうか。“服以外でも日常をカラフルに

彩ってほしい”との願いが込められて始まったプロジェクトとのことで、実に今のコロナ禍にピッタリなコンセプ

トだなーと私も利用しています。外出する機会が少なくなった今、皆さんもご自宅に自然を取り入れてみてはいか

がでしょうか。 

  

◆ 編 集 後 記 ◆ 

（ 広報委員 鈴木 ） 

ビール・発泡酒・第３のビール 何が違うの？ 

ビール 

 原料は、「麦芽、ホップ、水、その他特定の副原料」とされています。 

 副原料の量が麦芽の量を超えてはいけない、というルールがあります。 
 

麦 芽 

ビール造りに欠かせない発酵のもとになり、 

ビールの色や香りを決める要素でもあります。 

発泡酒 

・麦芽の量より副原料の量が多いもの 

・麦芽の割合はビールの基準を満たして 

いるが、ビールの原料として認められ 

ていないものを使ったもの 

・麦芽を使わずに麦を使って作ったもの 

 

第３のビール 

・ホップを使用した発泡酒に、 

 麦由来の蒸留酒を混ぜ合わせたもの 

・大豆やとうもろこしなど、麦芽以外で 

作られたもの 

※蒸留酒 

 醸造酒（原料を発酵させて作ったお酒）から 

 アルコール分を抽出して作ったお酒 

スピリッツともいう 原料や作り方に違いはありますが、どのお酒にもカロリーはあります。 

発泡酒だから低カロリー、第３のビールはアルコール分が少ない、 

ということはありません。それぞれの商品の表示を確認して選び、 

適量を楽しみましょう。 

※アルコール制限が必要な疾患などをお持ちの方は、 

医師へ相談してください。 


